
～高津高校ＯBＯG座談会～ 保護者様への質問と回答 
 

【質問１】 学校選びにどのくらい関わりましたか？情報収集などはしましたか？ 

【回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【質問２】 受験期、お子様に接するときや声をかけるときなど、気を付けていたことはありますか？ 

【回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問３】 入試直前の食事や健康面で気を付けたこと、特別にしたことはありますか？ 
【回答】 

 

 

大学のパンフレットや入試事項を取り寄せることはしましたが、大学選びは本人が早い段階か

ら決めていました。 

現役のころは併願受験を考えていなかったので、志望校は子供に任せていました。私

自身は塾の入試の説明会には積極的に参加し、志望校を決定してからはネットで入試

要項をダウンロードし願書の提出期限など子供と確認しました。二次試験前に子供と

一緒に試験会場まで電車で向い、駅から会場までの経路を確認しました。浪人の時も

志望校は子供に任せていましたが、受験する可能性のある大学の資料の取りよせ、そ

の各大学の二次試験の宿泊の予約、コロナに感染したり、当日発熱した場合などの対

応や連絡方法などの確認をしました。 

（内心では模試の結果を気にしつつも）親は安定した態度で子に接するように心掛けた。本人

がなかなか結果が出せずに落ち込んでいる時も、親は動揺せず、ポジティブに応援し続けた。 

入試直前の食事に関しては、お刺身などの生ものは食卓に出さない様にしました。 

現役の時も浪人の時もコロナがかなり流行っていたので、ワクチン接種し、感染対策をし

ました。 

家で摂る朝晩の食事はだいたい決まった時間に食べるようにリズムを作っていた。本人は

夜遅くまで勉強し続ける傾向があったので、睡眠はきちんと確保できるように声掛けをし

ていた。 

現役の時も浪人の時も模試の結果に関しては、良かったら大げさな位褒め、結果が悪

かったとしても指摘しないようにしました。現役の合格発表の後はかける言葉が見つ

からなかったですが、ただいつまでもそのままではだめなので、子供に予備校の話を

し面接の予約を入れ、次の受験に向けて前向きになるよう話をしました。 


